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ここで，σ責，σ多，σき，σ負■んは超パラメータである．上式の各項は，モデルに応じて適宜省かれるものとす
る．
 最適モデルとしては，まず各モデルについてABICを最小にする超パラメータの組み合わせを求め，
次にすべてのモデルを通してABICが最小となるものを選択する．
 適用例として，NHK世論調査部によるr日本人の意識調査」データを分析した結果を紹介した．
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         吹雪時における気象要素の伝播に関する統計的解析
                                    荒 畑 恵美子
 吹雪は気温や湿度の気象要素の変動と共に空間を伝播している．吹雪が起るかどうか，強いか弱いか
は，積雪の存在する状態で気温が低いほど，風が強いほど起りやすいと言われている．スペクトル解析
を1入力1出力でしたものは，次のようになっている．相対誤差がO，2位から大きくなっているし，コ
ピーレソシは小さくたっている．それ以上のところは，あまり見てもむだである．また，ノイズ寄与率
を温度から湿度で見てみると次のようになっている．温度の影響が大きい．他の方法でも解析をしてみ
た．吹雪の襲来によって，相対湿度や比湿が急激に上昇していることがわかった．風速や風向を入れた
ものでもしてみる必要がある．
               Sと時系列解析
                                     田 村 義 保
 為替データ，株価データ，諸々の官庁統計データ等，経済学は時系列データの宝庫であると言っても
過言ではないと思う．これらの時系列データを解析するために，皆様はどのようなプログラムをお使い
になっているのでしょうか．このような問いかけに対して，多くの方は，SASを使っているとか，SPSS
を使っているとか答えられると思う．中には，Box－Jenkins法を使っている，TSPを使っている，
GAUSSを使っていると答えられる方もいるかもしれたい．しかしながら，経済データを扱う立場にいる
人から，S言語を使っているという声は聞けるように思えない．S言語をあまりご存知ない方にS言語の
便利さを知っていただければと思い，また，S言語を使っていても，便利たグラフィック言語に過ぎない
とみなされている方々の認識を改めようと思い，本報告を行った．
 S言語は聞いたことがなくても，TIMSACという名前は，どこかで聞かれた方は多いと思う．
TIMSACとはTIMe Series Ana1ysis and Contro1program packageの省略形であり，統計数理研究
所の赤池弘次所長を中心として開発された時系列解析のためのプログラムパッケージである．ここでは，
TIMSAC72及びTIMSAC78のあるプログラムで実行可能な以下の計算をSにより実現することを試
みた．
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 ・自己共分散関数計算
 ・一変量ARモデルのあてはめ（Yu1e－Wa1ker法）
 ・一変量ARモデルのあてはめ（最小二乗法）
 ・偏自己相関関数の計算
S言語はFORTRANで書かれたプログラムとリンクすることが可能である．従って，S言語についての
詳細は知らなくてもリンクの方法さえ知っていれば，TIMSACの機能を使用することは可能である．実
際，統計数理研究所では，Sの環境下のTIMSACであるS－TIMSACを現在開発中である．しかし，あ
えてS言語で上述の計算を行うとしたら，どのようにプログラミングしたらよいかについて考えてみ
た．プログラムの詳細については他で報告したい．結びとして，S言語の歴史，概要について少し述べて
おく．S言語はAT＆Tで開発された言語であり，次のような歴史的変遷を有した言語である．I
 ・Sシステム（1984）R．A．Becker and J．M．Chambers マクロを用いた記述
 ・S言語（1989，90）R．A．Becker，J．M．Chambers and A．R．Wi1ks関数型言語
 ・S言語（1991）J，M．Chambers and T．J．Hastie オブジェクト指向
1989年のリリースからS言語と呼ばれるようになったわけである．上述したように関数型言語であり，
探索的データ解析のための環境とも言えると思う．今は，広く使われていると言い難いが，将来性の高
い言語であり，使用することをすすめるに値する言語であることを最後に述べておく．
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      多変量混合正規分布の漸近展開の工rノルムによる誤差評価
                                     清 水 良 一
 ZはW（O，ム）に従うrandomvector，SはZと独立な正定値randommatrixとする．X＝∫’’2Zを
zの尺度混合という．xの分布の確率密度グ（兀）を正規分布のそれφ（κ）の回りで展開して，それを有
限（最初の々項まで）のところで打ち切った時の誤差をムrnormで評価する不等式を与えた．展開項は
亙（5一∫）jを係数とする多項式とφ（兄）の積で，また誤差項は亙tr（5一∫）尾の定数倍で与えられる：
伽（・）一11・貫、11亙（11（・一1）刈φ（工）
とおく．ただし，∂。は微分演算子（∂／∂κ、，．．．，∂／∂κρ）｛を表す．次の不等式が成り立つ．
ム1ヂ（・）一φ1（・）1枢Mt・（・一∫）1
ただし，C舳はある簡単た漸化式で定まる定数である．特に
        ～一／：1：：端111㌃ザ劣務二S一∫＞0のとき・
である．これによって任意のボレル集合λについて確率Pr｛X∈λ｝を近似することが可能にたる．
